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自閉症児・ＡＤＨＤ児等の運動支援に関する研究の動向

－ に参加して－International Symposium for Adapted Physical Activity

是 枝 喜 代 治

（国立特殊教育総合研究所）

１．はじめに

ADHD 2001自閉症児･ 児等の運動支援に関する世界的な研究の動向を把握し､併せて研究発表を行うため､

（ ）年 月 日から 日にかけて開催された 適用体育学会7 3 7 lntenationaI Symposium for Adapted physical Activity
の第 回目となる国際シンポジウムに参加した｡この会議は､障害のある人々の体育･スポーツに関する科学13
的な研究の進歩と発展を図る目的で設立された学会で、第 回目の国際シンポジウムは 年にカナダのケ1 1977
ベックで開催された。その後、隔年で世界の様々な地域において開催されている。

２．会議の概要

［会議の内容］

シンポジウムの内容は、 記念講演、 基調講演、ミニシンポジウム、ワークショップと研究発表（ポス

ター、口頭、フィルム 、スポーツプログラムで構成され、研究発表は、 （指導方法 、） ）1. Teaching methods
（リハビリテーションと治療 、 （活動を通2. Rehabilitation and therapy 3. Motor development through play）

4. Health, physical fitness and medical aspects 5.した運動発達 、 （健康、体力、医学的な諸相 、） ）

Disability sports of new game and sports 6. Development of（ ）、障害者のための新しいゲームやスポーツ

（障害児者に適用する用具や技術の発展 、 （運動のadapted equipment and technology 7. Movement science）

科学)、 （実践的な領域）の つの領域に関連する内容で各発表が行われた。ミニシンポジ8. Practical areas 8
ウムでは各セッションでサブテーマが設けられ、 （生活の質）、 （診断）、Quality of Life Diagnostics

（発達性協調運動障害）などのサプテーマに沿って、指定討論者によDevelopmental Coordination Disorder
る報告や協議が行われた。 スポーツプログラムでは、 会場に隣接するスポーツホールや体育館を利用し

て、 視覚障害者のためのテニスや車椅子バスケットボールの実技等が行われた。

［参加者と地域］

会議の参加者は ( ) のメンバーが中心で、全体的な傾向として、主催国でAdapted physical Activity APA
あるオーストリア、ドイツ、スイス等の地域や、フィンランド、デンマークなど福祉政策の進んだ北欧の

国々の発表が大勢を占めていた。その他の地域では、 の学問領域が発展しているカナダやアメリカ、APA
Asian Society for Adapted Physical Educationオーストラリアからの発表も多く、アジア地域からも、

( )に加盟するメンバーを中心に、基調講演、ポスター、口頭、フィルム発表を合わせand Exercise ASAPE
て の研究発表が行われた。28
［会場の様子］

基調講演､ 研究発表､ ミニシンポジウムの会場はドナウ川に隣接

し、 映画 ｢第三の男｣にも登場するプラター公園の観覧車を通り抜

○けた閑静な場所に位置する で実施された。各MesseCongressCenter
会場の名称には などのオーストリアを代表するJohann STRAUSS
作曲家の名前が用いられ、シンポジウムと発表は、終始、和やかな

雰囲気の中で執り行われた。また、車椅子の参加者のために駅と会

場を結ぶ臨時バスの発着等、ハンディキャップのある人々への配
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慮が随所に見受けられた。

３．記念講演

大会初日の夜、歓迎レセプションの一環として、ロンドン大学の 教授による記念講演Sheila Henderson

Vienna City Hall Toward an Understanding of Developmental Coordinationが で開催された ここでは。 、

（発達性協調運動障害の理解に向けて）と題して、近年の を巡る専門用語､診断､介入の各課Disorder DCD

題に関する招待講演が行われた。以下に、講演内容の概要を略述した。

Toward an Understanding of Developmental Coordination Disorder

Sheila E Henderson, Leslie Henderson

発達性協調運動障害（ ）と他の幼児期の障害とが部分的に大きく重なり合うことは、 をはっきDCD DCD

りと区別できる症候群として認識することに影響を及ぼしていると考えられる。 があると考えられDCD

る子どもへの気付きは、 年頃より増えてきているが、まだ十分には学ばれていない。そこで、我々は1975

先行研究で議論されてきた つの論点（専門用語､診断､介入）について焦点を当てることとした。3

： （専門用語）PART1 Terminology

に関連する専門用語は多様であり、その分類には競合しているものがある。 スウェーデンでは協DCD

調運動の困難な子どもは注意と運動遂行の障害（ ）として分類され、イタリアでは統合運動障害、DAMP

オランダでは があるとされている。オーストラリアの医師の中には、現在でも微細な神経障害の用DCD

語を用いる者もおり、 二ュージーランドでは一般的に発達性統合運動障害が用いられている。 アメリカ

合衆国でも多くの専門家がそれらを分類しているが、 の診断基準が十分に満たされる時にのみ、DSM-IV

保険会社が として認め、個別的なサービスの提供を受けることができる。イギリスの状況は未解決DCD

のままで、療育家や教師は （統合運動の障害）という用語を使用し､他は の用語を使用し始dyspraxic DCD

めている。 ロンドンのオンタリオで開かれた学術会議で、 の用語が世界的に通用するものとして採DCD

択された。その後､我々は原理的に匹敵するものとして の分類に関連する と （統合DCD SDD-MF dyspraxia

運動障害）の詳細な比較による同様な結論付けを行なった。 と は、 （アメリカ精神医学DCD SDD-MF APA

APA WHO会 とＷＨＯ 世界保健機関 に依存するものとして 相対的に形式的な状態を示しているが も） （ ） 、 、

もこれらの用語を正しく区別しようとしていない。 と では、双方共に発達的という用語DSM-IV ICD-10

を含めているが、 では、運動スキルの学習の不十分さを運動協応にあると考え、 では不DSM-IV ICD-10

十分な運動機能に起因するものとして捉えている。例えば、 の子どもの中には、要求された行動がADHD

正しく行えないというより、むしろ不注意であることの理由から不器用さが顕著に示されるケースがあ

る。このことは、運動システムを制御する能力とは別のものとして、現象面のみから、不十分な運動機能

であるとする可能性を広めてしまっていることになる。

： （診断）PART2 Diagnosis

の診断のガイドラインの検討は の中で つの基準が提供されているが、その中の つはすDCD DSM-IV 4 2

べてを包含したもの（診断が確定すれば基準は満たされるもの）で、他の つは排他的なもの（診断の不認2

可を必然的に伴う）である。 の診断における問題は、そのサインや病状がはっきりとした、型にはDCD

まった病理的な特徴を含むものではなく、精神分裂病（統合失調症）のようなあまりよく知られていない

病因論に属し、生物学的な特徴が欠如している点である。そしてもう一つの問題は、 の特徴は、他のDCD

発達障害の特徴と明確に区別できるという決定的な証拠が欠如していることにある。
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年の らの研究（図 を参照）では、 病院で注意の問題や学習上の問題を指摘されたカナダの1998 Kaplan 1
名以上の子ども達（ 以上）が調査された。その結果、少なくとも 名の子ども達は つの発達障害200 IQ70 115 3

1 5 3 81の一つの基準に合致しており、 ／ は つの診断カテゴリーを全て満たし、脇応性の困難さを示した

名の子どもは、その ／ 以上は多様な障害があると診断されていた。このことから は学習障害の2 3 Kaplan
多様性は脳の早期の発達に影響が出た時に生じるものに類似するものと結論づけた。こうした多様な子

どものグループによって見出された運動の困難さは、本質的に同一のものなのか、あるいは異なったタ

イプとして識別できるのかを調べることは、とても価値があるものと考えられる。

26 DCD（発達性強調運動障害）

22

19

Dyslexia（読書障害） 23 10

7

8

ADHD（注意欠陥多動性障害）

図1 共通する病状の図式

数多くの被験者による、読書障害 発達性協調運動障害 注意欠陥多動性障害(ADHD)のための厳密な基準を示､ ､

。 。した これらは学習困難や注意の困難を言及された224名の全被験者の中で 分離され 結合されたものである､ ､

： （介入、指導）PART3 Intervention
多くの先行研究は、介入に関して、 ‐ （過程に焦点化したアプローチ）と、process oriented approaches
‐ （課題に焦点化したアプローチ）について、幅広い内容の区分を描写してきた。task oriented approaches
の子どもを理解し、手助けする上で、 我々はどのようにして、今後、前進していけば良いのだろうDCD

か？熟練した活動や運動の理解は、歩く、手を伸ばす、握る等の活動に関する分析において、豊かで詳細

なパラダイムの発達を通じてもたらされている。机に近寄り、ペンをつかみ、文字を書くという簡易な一

連の活動について考えてみよう。 これらを構成する要素として、視覚運動システムは鉛筆を置くのに

サッケード（衝動性眼球運動）による探索を使用している｡移動のシステムは行為者（人）を鉛筆の近くま

で輸送し､視覚的なガイドＬま目的とする物体に手を伸ばさせる。このことは行為者（人）の中心に取って

代わることになる。そのため、姿勢制御システムは姿勢の修正を行わなければならない。手を伸ばすこと

と、掴むことのシステムは、重なり合い、鉛筆の大きさを理解し適合させていく。必要不可欠な単一のマ

ニュアルの適合により、ベンの握り、その概念を確実なものとし、三指での動的な握りが探り入れられ、

書く動作が始められる。この非常に豊かで、しばしばエレガントな作用は の研究－教育的介入の内DCD
容に活気を与え、明りを灯してきた。現在、正常なパフォーマンスに関する実験的な研究と発達性協調運

動障害の研究の間の隔たりは、広く深いもののように思える。それを埋めていくには時間がかかるであ

ろう。さらに、経験的に得られた識見が、自動的に介入に関する発展性のある方法を供給するということ

を確信することはできない。

教育的介入に関しては、現在、役立つとされる方法や内容について、より注意深く考えられるべきで

あろう。とりわけ、我々は治療法 と治療法 、そして実験群と統制群との比較など、充分な比較を実施A B
することを望む。子どもの病状が重なり合っている場合、効果的な指導を決定するであろうフォロー

アップの手だて、交差デザインを使用することの可能性、セラピストの効力をコントロールする方法は、
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より大きくなり、付加的に教育的介入のための研究が必要となっていく。これらのことは、新世紀におい

ても、我々をこの仕事に従事させることとなるであろう。

４．研究発表

シンポジウムで報告された内容の中から、自閉症児、 児、 児等の運動支援の動向及び社会性LD ADHD
(社会的活動を含む)にかかわる研究発表の幾つかを紹介する。

)「障害のある人が自身の運動課題を探り それを解決していく上で 集団指導に参加していくことの1 ､ ､

The learning effect when disabled adults participate in group-training in which they are supposed to seek効果：

」out and solve movement problems themselves.

（ ）KISSOW Anne-Merete., et al. Fysioterapeut Skolen, Holtebro, DK

この報告では様々な身体的ハンデのある 名の（男 名、女 名）被験者が 週にわたり週 時間集団指導7 5 2 22 1
を受け、インタビュー形式により、その指導の効果について検討された。全ての被験者が最も効果があっ

たものとして挙げた内容は自尊心の向上であった。また、集団で活動することでバランスや歩行の技能

の向上と共に、楽しみが増えたことを挙げていた。演者は、最後に、新しい競技やスポーツを経験するこ

とは、身体的ハンデのある人々自身を勇気づけ、自尊心を増すことにつながると結論づけている。

： 」2)「身体運動と学習障害のある子どもたち Physical activity and children with learning disabilities

RINTALA Pauli., et al. Department of physical Education and Niilo Maki Institute,（

）University of Jyvaskyla, FIN

この報告は、フィンランＮこおける“学習障害のある子ども達の治療としての身体運動”の 年間の研3
究（ ～ 年）をまとめたものである。研究は つの内容から構成され、その概要が報告された。研究1998 2000 5
：出生から 歳半までの年齢における、読み障害のある子どもの運動と言語の発達の比較。研究 ： 歳児1 6 2 5
の運動能力検査の一部として、運動スキルを評価するための簡易で信頼性のあるスクリーニングテスト

の開発。研究 ：日常生活において特別なニーズを抱える子ども達に対し、小集団活動を通した精神運動3
療法を実施し､その効果を調べる。研究 ：特殊学級において精神4
運動療法を試行し、運動スキルの向上と自身を獲得させること

を検討した。その結果、主要な効果が認められた内容は、運動ス

キルの領域ではなく､社会的な領域においてであった。研究 ：小5
学校段階における学習障害児の学習スタイルを確認するために、

ｓ の一覧表を用いた研究が行われDunn and Dunn' Learning Style
た。その結果、学習障害の子ども達は多様で異なる学習スタイル

を持つことが考えられた。

Non-verbal3) 水中環境におけるノンバーバル 言語を用いない な指導法と自閉症のある子どもたち「 （ ） 」：

」teaching behavior and children with autism in an aquatic environment

（ ）ROZH Kristin., et al. Texas Woman's University, USA

水中での活動を含む、自閉症のある子どもへの適用体育のプログラムにおいて、親としての関わりを

増やしていくことは、学習者が目標を達成する上でより重要となってくる。治療に関わる専門家と親と

の関係性（コミュニケーション）は、親がその教授法を理解することで関係が深まると考えられている

( ； )。 演者は、 （ ）の手法Bailey, et al.,l992 Odom & McClean,1997 Non-Verbal Behavior System Darst,1983
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を用いて､ 名の自閉症児を持つ親と､ 名の適用体育教師､ 名の教授者を対象に調査した。その結果、専3 3 3

門家と親とが十分な話し合いを持つことが、親の参加を高めることにつながると結論づけている。

Remedial vaulting for ADHD-4 ADHD)「 のある子どもの治療上の（馬の）騰躍－体系的な評価研究：

」children-A systematic evaluation study
HAMSEN Ruth., et al. Faculity of Rehabilitation Science, Adapted Physical Activity and Movement（

）Therapy, University of Dortmund, D

は、ドイツにおける運動的介入として、広く受け入れられるものとなってきている。Remedial vaulting
非常に費用のかかるものであるが、その効果は実証されている。 の介入法は数多く存在しているADHD
が、運動に関連する介入法は一般には選択されていない。しかし、 の子どもの動機づけを高め、そADHD
の能力に応じていくことを考えた場合、馬を含めた介入法としての は、 の子どRemedial vaulting ADHD
もの治療に実用的となる様相を含んでいる。演者は、小学校に在籍する 歳～ 歳までの のある子6 10 ADHD
ども達 名を つのグループに区分し、彼らに対して による介入を 週間に 回、 時間の6 2 Remedial vaulting 1 2 1

、 。 、 、割合で実施し 様々な角度から質的な診断が試みられた その結果 全てのケースは同質なものではなく

何人かの子どもに関しては、 の介入法が効果的であると結論づけている。Remedial vaulting

Subtypes of ADHD and their5 ADHD)「 のサブタイプと彼らの運動パフォーマンスのプロフィール：

」motor performance profiles
（ ）PITCHER Thelma M., et al. School of Psychology, Curtin University of Technology, AUS

ADHD DSM IV 3 American psychiatricの子ども達は ‐ によると つのサブタイプに区分される（

。不注意のタイプと多動性／衝動性のタイプ、両方を併せ持つタイプである。 のAssociation,1994 ADHD）

ある子は幼少期に運動協応の困難さを伴うことが多く、その後も運動協応の困難さが残ることが相対的

に多いとされている。 この研究は西オーストラリア、 の小学校普通学級に在籍する 歳～ 歳の男Perch 7 12
子 名を対象に実施され、被験者の親への質問紙に基づいて つのグループに区分された。 つは統制群143 4 1
で他の グループは の各サブタイブのグループである。被験者は粗大、及び微細な運動スキルのテ3 ADHD

3 ADHDスト、標準化された知能検査、フィンガータッピングの 種類の検査バッテリーの評価を受けた “。

28% 10%の症状のある“グループでは 以上の男子が医学的に問題のある範囲に位置していた （統制群は

であったのに比べ）。特に不注意に困難さを示すサブタイプの子どもは微細運動スキルに著しい困難さを

示していた。 の子どもに特徴的であったのは、運動と力(筋力)の変化性においてであった。これらADHD
DCD Deficit in Attention, Perception and Moter Controlの結果は、 や

( ： )の先行研究でも論じられているが､不注意のDAMP Gillberg, 1995

行動は運動の認識のプロセスの困難さを予測し、介入方法を決めて

いく上で、教育や治療者にとって役立つものとなる。この結果は、

のサブタイプの運動能力に関しての、さらなる研究の発展をADHD

支持するものである。

５．おわりに

今回のシンポジウムでは、自閉症児や の指導内容や方法に特化した研究報告は少なかったが、ADHD

研究発表全体を通しての比率は高く、視覚障害や身体障害などの運動の機能障害に関連する内容と共に、

軽度発達障害に関連する内容が例年に比べて、多数見受けられた。その中でも、発達性協調運動障害

( )に関する研究報告の比率が高く、次いで の症状との重複が見られる学習障害（ ）や注意欠DCD DCD LD
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陥多動性障害( )に関する内容が続いていた。記念講演、基調講演、ミニシンポジウム、研究発表をADHD
通じて、限られた内容ではあるが、各国における軽度発達障害の捉え方の相違や、運動支援に関する研

究の動向について、ある程度、掌握することができた。特に､ ､ ､ 等に関しては、診断や治DCD LD ADHD
療法を巡る諸問題が現在でも存在することや、運動を中心とした教育的介入が、運動スキルの向上と共

14に、社会性や参加者自身の自尊心の向上に寄与することなどが研究発表を通して把握できた。次回の

回大会のシンポジウムは、韓国のソウルで開催される予定だが、そのテーマは ，Inclusion, Coexistence
（適用体育を通じた統合、共存、人間の真価）とHuman Value for AIl through Adapted Physical Activity

なっている。シンポジウム全体の傾向としては、身体的なハンディキャップのある障害児者との共生活

動を中心とした内容ではあるが、今回の会議でも見られたように、 や 、 等を中心とした軽DCD LD ADHD
度発達障害の運動やその介入法に関連する内容が増えていくものと予想される。
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A study on the body coordination abilityof clumsy children
in elementary school

Studie zur Körperkoordination von motorisch auffälligen Kindem in der Gmodschule.

Koreeda K, Kobayashi Y
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Schlusselworter in Deutsch: Kinder mit schweren motorischen Auffälligkeiten, Koordinationsfähigkeit,

Grundschule

Summary in German
Der Kobayashi-Kiphard BCT 1989 wird zur Beurteilung der Körperkoordinationsfähigkeit von( )

Grundschulkindern verwendet. Mit Hilfe dieses Tests werden Entwickiungsstörungen in Bereich der

motorischen Koordination erkannt. Für die Untersuchung steht eine Skala aller MQ-Werte motorischer(

Quotient zur Verfügung Kobayashi,1987 . Modifizierte BCTs wurden an 748 Grundschulkinderen durchgeführt) ( )

3,2% der Testpersonen zeigten" Verdacht suf schwere motorische Auffälligkeiten" unter MQ 70 , 17%( )

wiesen" speziellen Förder bedarf " unter 85 auf. Der BCT stellte in höheren Grundschulklassen mehr( )










